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⾼さ測定オプション
1 ⾼さ測定オプション
本書は、対物レンズの取り付けおよび⾼さ測定オプションに対
するソフトウェアのインストールと設定について説明していま
す。本システムのインストールと設定を開始する前に、本書を
よく読んでください。 

1.1 安全ガイドライン

1.2 対物レンズの取り付け
1. ジョイスティックを使⽤して、ステージを前⽅向に取り付

け位置まで移動します。 
2. マルチサンプルホルダーを取り外します。
3. 粗動フォーカスハンドル①を回して、ステージを⼀番低い

位置まで下げます。

注意 ⼿を挟む危険
ステージの移動時に隙間ができます。これにより、⼿を挟
む危険性が⽣じます。
ステージの移動中は、ステージの移動範囲内に⼿を⼊れな
いでください。
隙間に⼿や指を⼊れないでください。
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⾼さ測定オプション
4. ジョイスティックを使⽤して、ステージを後ろ⽅向にフ
レームまで移動します。

5. 六⾓ドライバーを使⽤して、レボルバーを留めているネジ
を緩めます。それには、顕微鏡フレームにあるネジを使⽤
します。
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6. ランナーに沿って、慎重にレボルバーを前に引き出しま
す。

7. レボルバーの位置 4 のカバーを外します。
8. 対物レンズを梱包材から取り出します。
9. 対物レンズを位置 4 に取り付けます。
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⾼さ測定オプション
10. レボルバーを顕微鏡のランナーに置き、ゆっくりと⼀番奥
まで押し込みます。 

11. レボルバーがランナーの⼀番奥まで達したら、六⾓ドライ
バーでネジを締めます。
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⾼さ測定オプション
1.3 ソフトウェアのインストール
本ソフトウェアのインストールには、ライセンスキーが必要で
す。ライセンスキーは、同梱されている封筒内のライセンス証
明書に記載されています。 
1. DL-DVD を DL-DVD ドライブに挿⼊します。インストー

ルプログラムの開始画⾯が、⾃動的に画⾯に表⽰されま
す。

注 : オペレーティングシステム の autorun 機能が無効になっ
ている場合、DL-DVD ドライブのルートフォルダーにある

「setup.exe」をダブルクリックします。
2. インストールプログラムの最初のダイアログボックスで、

本ソフトウェアに対するライセンスキーを⼊⼒するように
求めまれます。フィールドにライセンスキー（15 ⽂字）
を⼊⼒します。 
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アクティベーション
ライセンスは 30 ⽇以内にアクティブ化しなければなりませ
ん。 
アクティベーションにはインターネット接続が必要です。アク
ティベーションはバックグラウンドで実⾏されます。

［サーバーへの接続］をクリックして、コンタミネーション解
析システムのアクティベーションを実⾏します。
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⾼さ測定オプション
注 : インターネットに接続していない環境で、インターネット
接続可能なコンピューターとファイルをやり取りできる場合
は、次のダイアログボックスの⼿順に従ってください。

次のウェブサイトを使⽤してアクティベーションを⾏います。
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⾼さ測定オプション
注 : インターネットに接続しておらず、インターネット接続可
能なコンピューターとファイルのやり取りもできない場合は、
本ソフトウェアのアクティベーションを電話で⾏うことができ
ます。詳細はオリンパスの販売店にお問い合わせください。

これでアクティベーションは完了です。インターネットに接続
していなくても、アクティブ化したコンピューターで本ソフト
ウェアを使⽤できます。
インストールマニュアル8



⾼さ測定オプション
1.4 対物レンズの設定
1. 本ソフトウェアを起動します。
2. ソフトウェアのスタートページの［ハードウェア］ボタン

をクリックします。
［デバイスリスト］ダイアログボックスが表⽰されます。

3.［OK］ボタンをクリックします。
［デバイスの設定］ダイアログボックスが表⽰されます。

4. ツリービューで、［全般］>［電動式（BX3M-CB）］を選
択します。

［デバイスの設定］ダイアログボックスの設定

5.［位置］列で［4］を選択します。
6.［倍率］リストで［20］を選択します。
7.［対物レンズの種類］リストで［MPLFLN］を選択します。 
8.［退避］グループで［退避距離］フィールドに値［500 

µm］を⼊⼒します。
9.［⾃動退避］チェックボックスをオンにします。
 これにより、対物レンズの変更時に、対物レンズが標本

とぶつかることを防ぐことができます。 
10.［OK］ボタンをクリックして、選択内容を確定します。
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1.5 対物レンズのキャリブレーション
1. 粗動フォーカスハンドルを回して、ステージを⼀番⾼い位

置まで上げます。
2. 新たに取り付けた対物レンズに対して、以下のキャリブ

レーションプロセスを実⾏します。
［ステージのリミット］
［XY 対物レンズのシフト / 同焦点］
［シェーディング補正］と［ホワイトバランス］
［⼿動倍率キャリブレーション］
［⼿動 Z 軸キャリブレーション］

既にキャリブレーション済みの対物レンズを再度キャリブレー
ションする必要はありません。キャリブレーションプロセスの
詳細については、ソフトウェアのヘルプドキュメントを参照し
てください。
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